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参加に必要なソフトウェア
• Web会議システムのためのアプリ

• Cisco Webexを基本とします。少人数の実習で、講師と受講生で合意があった場合は
ZoomやMicrosoft Teamsなどの場合があります。

• Linux環境
• X Window System (X11)が必ず動作していることが必要です。
• この環境の上で直接計算をすることはありません。あくまでPCクラスターにログイ
ンするための端末としての使用です。

• こちらではVMwareをインストールし、そこにUbuntuをインストールした環境を推
奨します。それ以外の質問には対応いたしません。（MobaxtermやWSLなどについ
ては対応しません。）

• MacはLinux環境が最初から備わっていますが、 XQuartzをインストールする必要が
あります。Macはグラフィックライブラリの関係でソフトウェアが起動しない事例
が時々あります。その場合の対処はこちらではできません。

• 質問やサポートのためのチャットツールSlack
• Web会議システムは文字などだけですが、Slackは写真やその他いろいろなデータも
貼り付けて講師とやり取りができます。

• マテリアルズインフォマティクスコースをご希望の場合は、これに追加で、
jupyter NotebookやPython3の最新版などを各自でインストールしておく
ことが条件となっておりますので、HPでご確認ください。



オンライン実習の環境のイメージ

• 2つの画面が用意できることが望ましい。
（事例はノートPC（12.1インチ）＋ディス
プレイ1台（24インチ）で、Web会議シス
テムの画面と、Linux環境及びSlackの質疑
の画面。）

• PC自体は1台が良い。Web会議システムの
チャットやSlackのコメントに張り付けら
れたものをコピペでLinuxのコマンドライ
ンに張り付けると便利なことがある。

• ディスプレイがなく、PC2台でやる場合は、
Linux環境とSlackを同じPCで操作するほう
が良い。



Slackとは
• 高機能なチャットツールで、グループチャット、1対1のメッセー
ジ、音声通話ができる。

• いろいろなOSで同期して使える。（Ubuntuにも入っている。）
• LINEを使っている方は、それのオフィシャル使用で、電話はでき
ないツール、くらいにイメージしていただくと良いかもしれませ
ん。

• 実際に使う場合は、こちらからメールで招待します。
• 実習を効率的に進めるために使う補助ツールですので、必要に応
じて使います。これだけで解決するものではありません。

• 初めての方は、公式サイトの紹介をご一読ください。

https://slack.com/intl/ja-jp/

https://slack.com/intl/ja-jp/
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お断り
• 私は自分が研究で使う上で不自由しない程度に使えるレベルの
ことしか知りません。PC大好きでいろんなことを何でも知って
いる人間ではありません。

• マニアックな詳細についてはそういうサイトやそういう人に聞
いてください。

• 従って、系統だった説明が出来る訳ではありません。これまで
使ってきた経験上の話のみです。

• インストールは各自の責任で行ってください。こちらでは一切
の責任を負いません。



VMware Workstation 15.5 
playerをインストールする



VMwareを用いたLinux環境構築
• 基本的に仮想ディスクの中での操作なので、Windowsのシステ
ムには影響を与えない。だから気に入らなかったらすぐにやめ
ることが出来る。

• ここではLinuxをインストールするが、どんなOSでもインス
トールできる。

• Windows上で動いているので、通常のWindowsでの操作と並行
して作業ができる。

• 同じことができるソフトウェアでOracle VirtualBoxもあるが、
こちらでは対応しません。



Googleで“VMware player”を検索する
と上位にこのサイトが現れる。



ダウンロードしたファイルを実行す
ると以下のインストーラーが起動す

る。



インストーラーに従ってどんどん進
む。









インストール終了



デスクトップに下のようなアイコンが作成され
ている。これをクリックするとVMware 
Workstation playerが起動する。（あるいはメ
ニューバーから選択）

起動すると、最初だけ非営利目的で使用する場合にメールアドレ
スを要求されるので、それを入力して続行する



新規仮想マシンの作成をするが、そこでインス
トールするUbuntuのisoファイルをダウンロー
ドする作業を次以降でする。

この図はインストー
ルした後のものです
ので、最初の段階で
はこの欄に何もあり
ません。



UbuntuのCDイメージファイ
ルをダウンロードする



Googleで“Ubuntu”を検索すると上位
にこのサイトが現れる。

クリックすると、最
新版のサイトに行く



ここをクリックすると最新版のサイトに
行く



クリックした結果適当なダウンロード
ディレクトリ（デフォルトでは“ダウ
ンロード”）に以下のように保存され
ている。



UbuntuのCDイメージファイルを
VMware playerで選んで仮想ディスク
上にUbuntuのインストールを開始する



ここをクリック
して新規仮想マ
シンを作る。



参照をクリックしてダウン
ロードしたディスクイメー
ジ（拡張子がisoのファイ
ル）を指定する。



これは初期値のようなもの
で、インストール後に変更
することも可能。（ユー
ザーの設定でどのようにで
も出来る。）



デフォルトはUbuntu 64
ビットとなっているような
ので、今後幾つかのOSをイ
ンストールするなどある場
合は、適当にわかりやすい
ように変えておく。この名
前のディレクトリが作られ
る。



仮想ディスクサイズは
デフォルトが20GBであ
るが、適当に変える一
応ここの設定ではいく
らでも大きくできる。

デフォルトは“仮想ディスク
を複数のファイルに分割”で
あるが、“仮想ディスクを単
一ファイルとして格納”にし
ておく。



その他はあまり気にせず“OK”
としておいて問題ない（たぶ
ん）。これ以降はUbuntuのイ
ンストールが勝手に進んでい
き、この画面で準備が完了。
（メモリが以前のバージョン
ではデフォルトが1024MBで
あったが、時代に合わせてデ
フォルトが変化している。）



インストール時にで
きることはやってお
く。





Ubuntuのインストール終了

もし、



VMwareでUbuntuを使う場合のデメリット
• Windows上のファイルとUbuntu上のファイルの共有は出来ない。
• Ubuntu上のファイルのバックアップは、今使っているPC上
（Windows側）に直接置けないので、別の媒体に保存する必要
がある。直接PCにUSBをさしたりHDDをつなげたりして認識さ
せることは可能。

• Windows上で動いているので、PCの性能に依存するような気が
する。（個人の感想です。）

• ここではUbuntu20.04を示したが、18.04のほうが良いかも知れ
ない。(LTS: Long Term Supportで2023年4月までサポート)
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